
「祖父江の虫送り」に参加しました！！ 
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  虫送りの行列           燃える松明           実盛の昇天 

  

虫送りは⻨わらで作った実盛（サネモリ）⼈形をシンボルとして鐘・太⿎を鳴らし松明の⾏列を作り、燃え

盛る炎の中に実盛⼈形を昇天させ豊作を祈る江戸時代から続く伝統行事です。「祖父江の虫送り」は県の無形

民族文化財として大切にされてきました。私たち杏和高校は 2014年から参加しています。 

 今年は、7月 7日（土）に実盛人形と松明つくりが行われて、虫送りそのものは雨天のために 8日（日）に

延期されました。 

 7 日には生徒 23 人が参加しました。あっという間に地域の人とうちとけて楽しいひと時を過ごせました。

大半の生徒が 2 年連続の参加だったので、全体の様子がわかっているため、実盛人形と馬の合体に関わる生

徒、人形の足つくりに関わる生徒、手綱つくりに関わる生徒など、各自がい

ろいろなパーツ作りに参加させてもらいました。 

8 日は 17 人の生徒が行列に参加しました。例年より多くの松明が割り当

てられため大変でしたが、火や煙と格闘し無事コースを一周しました。夜空

に燃え上がる実盛の炎は格別なものがありました 

  

今年は、事前に地域活性化 twitter アカウントとして「祖父江虫送り」を

開設し、宣伝も行いました。その様子は、新聞にも採りあげていただきまし

た（巻末参照）。実際当日このツイッターを見て、大学院生

が茨城県から行事を見に来ていることを知り、活動が無駄

ではなかったことを確認し、みんなで大喜びしました。当

日は、人形つくりの様子や行列の様子も、ライブ中継や画

像配信を行いました。現在も、まだツイッター上で見るこ



とができるので右のＱＲをスマホで読み取って、ぜひご覧ください。 

いろいろあって完成が遅れたために効果は少なくなってしまいましたが、当日に自分たちが作成した虫送り

の紹介チラシ（↓）も配布し、多くの人が手にしてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域の人と触れ合い、地域のことを考え、地域とともに過ごすことのできる素敵な時間でした。 
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